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論  文  内  容  要  旨  
                 氏  名  貴 田 岡  亜 希   
Ⅰ ． 目 的  
本 研 究 で は ， 三 次 元 （ 3 D ） デ ジ タ ル 実 体 写 真 測 量 を 用 い て 片 側 性 上
顎 欠 損 患 者 の 顔 面 形 態 に 及 ぼ す 栓 塞 子 を 備 え た 顎 義 歯 の 効 果 を 検 討
す る こ と を 目 的 と し た ．  
Ⅱ ． 方 法  
被 験 者 は 8 名 の 片 側 性 上 顎 欠 損 と 顔 面 非 対 称 の 認 め ら れ る 患 者 と し
た ． 栓 塞 子 を 備 え た 顎 義 歯 装 着 時 と 未 装 着 時 の 被 験 者 の 三 次 元 顔 面 形
状 デ ー タ は ， 非 接 触 三 次 元 デ ジ タ イ ザ を 用 い て 取 得 し た ． 3 D ス キ ャ ニ
ン グ ・ ソ フ ト ウ ェ ア を 用 い て ， オ リ ジ ナ ル の 顔 面 像 と オ リ ジ ナ ル 顔 面
像 の ミ ラ ー 像 と を 重 ね 合 わ せ る こ と に よ り 正 中 基 準 平 面 を 設 定 し た ．
義 歯 装 着 時 ， 義 歯 未 装 着 時 の 三 次 元 座 標 を 比 較 す る こ と に よ っ て ， 顔
面 の 7 組 の 両 側 計 測 点 を 含 む 1 8 の 計 測 点 の 移 動 距 離 を 計 測 し た ． 7 組
の 計 測 点 は ， 正 中 矢 状 平 面 に 関 し て 健 常 側 の 点 を 欠 損 側 に 反 転 す る こ
と に よ っ て 得 ら れ る 点 を 理 想 点 と 定 義 し ， 理 想 点 と 欠 損 側 点 の 間 の 距
離 を 計 測 し た ． 義 歯 装 着 時 ， 未 装 着 時 の 7 組 の 計 測 点 の 左 右 的 非 対 称
率 と 両 側 計 測 点 を 結 ん で で き る 計 測 線 と 正 中 矢 状 平 面 と の な す 角 度
を 計 測 し 比 較 し た ． 本 研 究 は 東 北 大 学 大 学 院 歯 学 研 究 科 倫 理 委 員 会 の
承 認 を 得 て 行 っ た ．  
Ⅲ ． 結 果  
健 常 側 と 欠 損 側 で の 計 測 点 の 移 動 距 離 を 比 較 す る と ， 欠 損 側 の 鼻 翼
下 点 の 移 動 距 離 は ， 健 常 側 の 移 動 距 離 よ り 有 意 に 大 き か っ た （ P  <  
0 . 0 5 ）． 義 歯 装 着 時 ， 理 想 点 と 欠 損 側 の 鼻 翼 上 点 と の 距 離 は ， 有 意 に
減 少 し た （ P  <  0 . 0 5 ）． 左 右 的 非 対 称 率 に 関 し て ， 有 意 差 は 認 め ら れ
な か っ た が ， 義 歯 装 着 時 に 最 上 口 唇 間 線 と 正 中 矢 状 平 面 と の な す 角 度
は 7 . 9 4 度 と 有 意 に 増 加 し た ．  
Ⅳ ． 結 論  
本 研 究 で 開 発 さ れ た 三 次 元 的 分 析 方 法 が ， 片 側 性 上 顎 欠 損 患 者 に お
い て 栓 塞 子 を 備 え た 顎 義 歯 で 再 建 さ れ る 顔 面 形 状 を 評 価 す る た め に
使 用 で き る こ と が 示 さ れ た ．  
栓 塞 子 を 備 え た 顎 義 歯 は ， 欠 損 側 の 鼻 翼 と 上 口 唇 周 囲 で ， 顔 面 形 態 に
影 響 を 及 ぼ す こ と が 明 ら か に な っ た ．  
 
 
 
